
４．岡山大学学部共通規程

平成１６年４月１日

岡大規程第７２号

第１章 学生証

（携帯）

第１条 学生は，学生証を常に携帯しなければならない。

（提示）

第２条 学生証は，岡山大学（以下「本学」という。）の職員から請求があったときは，

いつでもこれを提示しなければならない。

（返納）

第３条 学生証は，卒業，退学，除籍等により本学の学籍を離れたときは，直ちに返納

しなければならない。

（再交付）

第４条 学生証を紛失し，汚損し，又は有効期間が経過したときは，再交付を受けなけ

ればならない。

第２章 身上異動

（宿所，連絡者の届け出）

第５条 学生は，その宿所及び親族又はこれに代わる連絡者を毎学年の始めに，所定の

様式により，所属する学部の長に届け出なければならない。

２ 宿所及び連絡者の変更，その他の身上異動は，その都度速やかに所属する学部の長

に届け出なければならない。

第３章 服装

（服装）

第６条 服装は，本学の学生として品位を保ち得るものでなければならない。

第４章 健康診断

（健康診断）

第７条 学生は，毎年１回以上本学施行の健康診断を受けなければならない。

第５章 欠席

（欠席）

第８条 学生が連続して１週間以上欠席するときは，病気の場合は医師の診断書を，そ

の他の場合は，理由書を添付して，速やかに所属する学部の長に届け出なければなら

ない。

第６章 団体，集会等

（学内団体の結成）

第９条 学生が学内における団体（以下「学内団体」という。）を結成しようとすると

きは，所定の様式により学長に届け出ることを要する。

２ 団体の会則その他の届出事項を変更しようとするとき，又はその団体が学外団体に



加入しようとするときも同様とする。

（集会）

第１０条 学生が学内において集会しようとするときは，集会責任者は，その期日の２

日前までに，所定の様式により１学部限りの構成人員をもってする集会においては，

その学部の長に，その他の場合は，学長に届け出るものとする。

（集会場所の借用）

第１１条 学生が教室，体育館等本学の施設を集会等のために使用しようとするときは，

その責任者は，使用期日の２日前までに学長又は関係学部の長に願い出て，許可を受

けなければならない。

（学外者の招へい等）

第１２条 学生が学外から特別指導者，講演者，コーチ等を招へいしようとするとき又

は学外団体若しくは学外者と共同して学内において集会等を行おうとするときは，そ

の期日の５日前までに学長に願い出て許可を受けなければならない。

第７章 掲示，印刷物の配布等

（掲示，印刷物等）

第１３条 学生が本学構内で掲示及び印刷物の配布，その他一般を対象とする行為をし

ようとするときは，あらかじめ所定の様式により学長又は所属する学部の長に届け出

るものとする。

（学外での行事）

第１４条 学生が学外において本学又は本学学部の名を使用して行事を行おうとし，又

はビラ・ポスターの掲示又は配布をしようとするときは，学長又は関係学部の長の許

可を受けなければならない。なお，学内団体が学外において行事を行おうとするとき

は，あらかじめ所定の様式により学長に届け出るものとする。

第８章 雑則

（行為の禁止）

第１５条 学生の団体及び行為が本学の機能を害し，又はその秩序を乱し，その他学生

としての本分に反すると認められるときは，これを禁止することがある。

（規程の準用）

第１６条 聴講生，科目等履修生，特別聴講学生，専攻生，研究生及び委託生について

もこの規程は準用されるものとする。

附 則

この規程は，平成１６年４月１日から施行する。
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５．歯学部試験内規

第１条 この内規は，岡山大学歯学部規程第２０条及び第２１条に基づいて行う試験の時

期 及び方法等に関し必要な事項を定めるものとする。

第２条 教養教育科目の試験は，担当教員の定めるところによる

第３条 専門教育科目の試験は，以下の定めるところにより行う。

２ 試験を分けて，定期試験，追試験及び再試験とする。

一 この内規において「定期試験」とは，履修した授業科目について，定期的に行う試

験をいう。

二 この内規において「追試験」とは，疾病その他やむを得ない理由により前号に規定

する定期試験を受験できなかった者に対して，受験できなかった授業科目について，

特に行う試験をいう。

三 この内規において「再試験」とは，第１号に規定する定期試験を受験し，不合格と

なった者に対して，不合格となった授業科目について行う試験をいう。

３ 試験は，筆頭試験，口頭試験又はレポート若しくは製作品の提出その他担当教員が適

当と認める方法によって行う。

４ 定期試験の実施時期は，原則として，毎年度内に行う。

５ 試験の実施時期及び時間割その他試験の実施に関し必要な事項は，原則として２週間

前に公示する。

６ 定期試験は，受験しようとする授業科目について，担当教員が行った総授業時間の講

義については３分の２以上，実習については各専攻分野等の定める時間以上受講した者

が，受験することができる。

一 岡山大学学部共通規程第８条による欠席者に対する前項の適用については，担当教

員で別途考慮することがある。

７ 追試験を受験しようとする者は，追試験願に次の書類を添付して授業担当教員の承認

を得たのち，学務課教務グループ歯学部担当を経由して学部長に追試験を願い出て許可

を得なければならない。

① 疾病の場合は，医師の診断書

② その他の場合は，その事情を証明するに十分な証明書

８ 試験の監督は，原則として担当教員が行う。

９ 成績の評価は，岡山大学学則による。

10 試験を行った担当教員は，その試験の合否をすみやかに公表しなければならない。

11 授業科目担当教員は，当該科目の成績を学務課教務グループ歯学部担当を経由して学

部長に報告しなければならない。

12 試験に関して不正行為を行った者は，岡山大学学則第５８条の規定に基づき，懲戒す

る。

13 この内規に定めるもののほか必要な事項は，教授会の議を経て定める。

附 則
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１ この内規は，平成１６年４月１日から施行する。

２ 平成１０年度以前の入学者については，従前の歯学部試験内規の例による。

附 則

１ この内規は，平成１７年４月１日から施行する。

２ 平成１０年度以前の入学者については，従前の歯学部試験内規の例による。

附 則

１ この内規は，平成２０年 ５月２１日から施行し，平成２０年 4 月 1 日から適用する。

２ 平成１９年度以前の入学者については,従前の歯学部試験内規の例による。

附 則

１ この内規は，平成２３年 ４月１日から施行する。

附 則

１ この内規は，平成３１年 ４月１日から施行する。



 

 

10．一般周知事項 

 

１ 学生への連絡について 

大学からの連絡事項は，原則として歯学部棟４階ホールに設置する掲示板，またはG-mail
およびMoodle により行うので，１日１回は必ず確認してください。 
なお，一度掲示した事項は，学生に周知されたものとして取り扱い，掲示板等を確認しな

かったという理由で責任を免れることはできませんので，注意してください。 
 

２ 各種証明書等について 

学割証・在学証明書等の各種証明書の発行は，以下に設置する証明書発行機を利用してく

ださい。 

（鹿田地区） 

管理棟  １Ｆ 

（利用時間：平日8：30～17：15） 

（津島地区） 

一般教育棟A 棟１Ｆロビー（利用時間：平日8：30～18：00） 

 

証明書の厳封が必要な場合は，発行機により発行の上，教務グループ歯学部担当まで申し

出てください。 

なお，パスワードは厳重に管理し，忘れた場合は，情報統括センターに学生証を持参の上，

申し出てください。 

 

３ 願出，届出について 

休学，退学等は，所定の様式により願い出てください。 

一週間以上連続して欠席するときは，教務グループ歯学部担当へ欠席届を提出してくださ

い（病気の場合は医師の診断書添付）。 

戸籍事項，保証人，連帯保証人の住所等に異動があったときは，教務グループ歯学部担当

へ速やかに届け出てください。 

校友会（歯学部）サークルが学外において行事を行うときは，あらかじめ所定の様式によ

り歯学部長へ届け出てください。 

 

４ 奨学金について 

日本学生支援機構奨学金，地方公共団体奨学金，民間団体奨学金等の募集に関することは，

大学ＨＰ，掲示版，G-mail およびMoodle に注意し，必要な手続きを行ってください。 

 

５ 授業料について 

代行納付手続者及び口座振替手続者は，大学の指定する振替日の前日までに指定口座に入

金を行っておいてください。振込希望者は、大学から送付する振込用紙により指定する期限

までに最寄りの金融機関から振込んでください。指定された期限内に納付せず，本人又は保

証人に督促がなされた後なお納付しないときは，学則により除籍されます。 

なお，授業料免除を希望する場合は，大学ＨＰ，掲示版，G-mail およびMoodle に注意し，

必要な手続きを行ってください。 

 

６ 学研災および学研災付帯学生生活総合保険について 

   入学時に加入を依頼している学研災および学研災付帯学生生活総合保険に必ず加入して

ください。（加入していない場合，授業ならびに実習を受講できないことがあります。） 

 



 

 

７ 健康管理について 

 入学後は，本学で行う定期健康診断を必ず受診してください。 

なお，健康診断未受診の場合，実習等を履修することが出来ない場合があります。 

また，学生生活や修学等について相談したいことがある場合は，顧問教員，教務グループ

歯学部担当，保健管理センター及び学生支援センター等へ気軽にお越しください。 

 

８ 白衣・学生名札について 

実習時は，白衣を着用し，名札をつけてください。 

白衣着用のまま学外へ出ることは厳禁です。 

臨床実習用の名札は，臨床実習開始前に配付します。 

歯学部棟では，名札（学生証）を着用してください。 

 

９ 学生用ロッカーについて 

実習等で必要な教材・器具等を保管するために，学生用ロッカーを貸与する場合がありま

す。ロッカーは，当番を決めて清掃を行い，常に整理・整頓に心がけてください。 

なお，卒業又は退学時にはロッカー内を清掃し，鍵を返却してください。 

 

10 本学部講義室等利用の上での注意事項 

講義室等の使用，集会又は掲示の必要が生じたときは，教務グループ歯学部担当に願い出

てください。 

講義室等を使用するときは，火災・盗難の予防及び備え付けの器具等の保全に留意し，室

内は常に整理・整頓に心がけてください。 

講義室等は，当番を決めて清掃を行ってください。 

なお，キャンパス敷地内は全面禁煙です。 

 

11 その他 

・学外からの呼出しについて 

   学外からの呼出しには応じません。また，学生の住所その他の個人情報は，学外者及び

一般学生等には知らせないので，必要な方にはよく連絡しておいてください。 

・郵便物について 

サークル等宛………４階学生ホールのレターボックスに配付するので，サークル代表者

等は随時確認し持ち帰ってください。 

そ の 他 宛………G-mail 等により配付します。 

※個人宛ての郵便物については，取り扱いませんのでご注意ください。 

・実習器具の貸与について 

大学より貸与される器具は，別紙のとおりです。配付・回収は，教員の指示または掲示

により通知しますが，退学時は教務グループ歯学部担当へ返却してください。 

実習器具を破損し，使用不能となった場合は，実習器具交換願と破損器具を提出し交換

して下さい。学生の責による器具の紛失時は，各自又はグループ等が自費により同一メー

カー同規格の器具を現物弁償しなければいけません。 

なお，別紙以外の器具については，関係教育研究分野，学生技工室の指示を受けてくだ

さい。 



番号 品名 規格 数量

1 エバンス彫刻刀 ＹＤＭ　エバン 1

2
石膏ヘラ
(石膏スパチュラ　タイプ２　コキ付)

ＪＭ　樹脂柄
(ＹＤＭ)

1

3 技工ノギス ＹＤＭ 1

4 石膏刀
ＪＭ　コキ付きＡ型
(ＹＤＭ)

1

5 プラスチックボール ＪＭ　Ｌ（青色） 1

6 ワックススパチュラ（小） ＹＤＭ　＃１ 1

7 ワックススパチュラ（大） ＹＤＭ　＃３１ 1

8 技工用ピンセット ＹＤＭ　直 1

9 セメントスパチュラ　両顎 ＹＤＭ　＃１ 1

10 デンタルボックス 1

ミラートップ ＪＭ　４Ｐ 1

ミラーハンドル ＹＤＭ　ＹＳ型 1

12 デンタルピンセット ＹＤＭ　＃１８ 1

13 エキスプローラー（有鈎） ＹＤＭ　＃５ 1

14 エキスプローラー（無鈎） ＹＤＭ　＃８ 1

15 ｴｷｽｶﾍﾞｰﾀｰ　丸柄 ＹＤＭ　＃２ 1

16 錬成充填器 ＹＤＭ　＃１３ 1

17 ステンレスバット ＪＭ　石川 1

18 マジックバースタンド ＪＭ　エンジン用 1

20 ガラス練板 ＪＭ　150×75×15 1

21 レジン充填形成器　ＴＡＮＣ ＹＤＭ　＃２ 1

25 技工プライヤー ＹＤＭ　ピーソ＃１１８ 1

28 ＳＴリング ＪＭ　Ｍ 1

30 円錐台 ＪＭ　Ｍ 1

網トレー ＹＤＭ　Ａ・上顎用 1

網トレー ＹＤＭ　Ａ・下顎用 1

32 オストロンモールド ＧＣ 1

33 トレーレジン混和器 松風 1

34 トレーレジンスパチュラ 松風 1

35 咬合紙ホルダー ＹＤＭ　Ｍ型 1

36 パイル用皿 松風 1

37 ダッペングラス ＪＭ　緑 1

38 ダッペングラス ＪＭ　青 1

40 アクロン混和器 ＧＣ 1

56 ワイヤーカッター ＹＤＭ　新型（ＹＳ－６０１） 1

57 プライヤー（ヤング） ＹＤＭ　ヤング＃Ｒ７４ 1

58 プライヤー（河辺） ＹＤＭ　溝型 1

65 プライヤー（ホー） ＹＤＭ　ホー（ＮＤ－５０２Ｌ） 1

71 金冠バサミ ＹＤＭ　＃２１１（曲） 1

72 アルジネートスパチュラ ＹＤＭ　コキ付き 1

4，5年次実習器具貸与一覧表

11

31



番号 品名 規格 数量

1 エバンス彫刻刀 ＹＤＭ　エバン 1

2
石膏ヘラ
(石膏スパチュラ　タイプ２　コキ付)

ＪＭ樹脂柄
(ＹＤＭ)

1

3 技工ノギス ＹＤＭ 1

4 石膏刀
ＪＭ　コキ付きＡ型
(ＹＤＭ)

1

5 プラスチックボール ＪＭ　Ｌ（青色） 1

6 ワックススパチュラ（小） ＹＤＭ　＃１ 1

7 ワックススパチュラ（大） ＹＤＭ　＃３１ 1

10 デンタルボックス 1

25 技工プライヤー ＹＤＭ　ピーソ＃１１８ 1

26 ユニティ咬合器 ＹＤＭ 1

36 パイル皿 松風 1

37 ダッペングラス ＪＭ　緑 1

57 プライヤー（ヤング） ＹＤＭ　ヤングＲ＃７４ 1

58 プライヤー（河辺） ＹＤＭ　溝型 1

74 ダッペングラス ＪＭ　茶 1

79 南加大式咬合器 山八 1

5，6年次実習器具貸与一覧表



購入時期 分野

２年次　４月 口腔形態学 5,400 円 ２年次 計 5,400 円

３年次　４月 口腔病理学 1,500 円

３年次１１月 口腔機能解剖学 11,900 円

４年次　４月 咬合・有床義歯補綴学 45,000 円

４年次　６月 歯科保存修復学 48,000 円

４年次　９月 インプラント再生補綴学 50,000 円

４年次１０月 口腔顎顔面外科学 2,000 円

４年次１２月 歯科保存修復学 12,000 円

咬合・有床義歯補綴学 8,000 円

歯周病態学 17,000 円

小児歯科学 32,000 円

歯科矯正学 35,000 円

５年次　６月 インプラント再生補綴学 38,000 円

５年次　７月 共用試験受験料 25,000 円

6年次　4月 歯周病態学 3,000 円

6年次　9月 臨床能力試験受験料 30,000 円

363,800 円

（注）令和４年度概算。年度によって、変更することもあります。
（注）実習に必要な材料費等消耗品も含まれています。

〈その他〉　ノートパソコン等
　　岡山大学では、令和３年度学部新入学生からノートパソコンの必携化を実施しております。
　　詳しくは学務企画課からのお知らせに歯学部からの追加要件も含めて掲載されていますので、
　　ご確認ください。

総額

修学上必要な主な費用（授業料、教科書代は除く）について

５年次　４月

５年次 155,000５年次　６月

金額

円計

４年次 計 157,000 円

円

円３年次

６年次

計 13,400

33,000計



 

 

≪受験心得≫ 
 

歯学部専門教育科目の受験にあたっては，次の各事項に留意してください。 

 

①  受 験 す る 学 生 は 特 別 の 指 示 が な い 限 り ，試 験 開 始 時 刻 の ５ 分 前 ま で に 所 定 の 教 室

に 入 室 を 完 了 す る こ と 。  

②  監督者が指定した座席において受験すること。 

③  受 験 中 ，机 上 に 置 く こ と が で き る の は ，学 生 証 ，筆 記 用 具 及 び そ の 他 特 に 許 可 さ

れ た も の に 限 る 。そ れ 以 外 の 携 行 品 は カ バ ン 等 に 入 れ て ，座 席 の 下 も し く は 手 の

届 か な い 場 所 に 置 く こ と 。 ま た ， 机 の 棚 板 （ 物 入 れ ） に は 何 も 置 か な い こ と 。  

④  携 帯 電 話 や 音 の 出 る 機 器 は ， 必 ず 電 源 を 切 っ て お く こ と 。  

⑤  解答用紙には，学生番号，氏名等の必要事項を必ず記入すること。  

学生番号及び氏名の記入をしていない答案は，採点されない場合がある。  

⑥  試験開始後２０分を経過するまでは退室できない。 

⑦  試験開始後２０分を経過した場合は入室できない。 

⑧  受験にあたっては，厳正な態度で臨み，誤解を招くような態度や不正行為は厳に慎むこと。 

なお，監督者の指示に従わない者，及び不正行為があると認められた者に対しては，学則

第５８条（懲戒）により厳重な懲戒処分を行う。  

懲 戒 処 分 の 対 象 と な る 行 為 は 次 の と お り で あ る 。 こ こ で ， 試 験 時 間 中 と は ， 回

答 の 開 始 か ら 答 案 の 提 出 ま で を い う 。  

1） 代 理 （ 替 玉 ） 受 験 を し た り ， さ せ た り す る こ と  

2） 試 験 時 間 中 に ， 使 用 が 許 可 さ れ て い な い ノ ー ト 及 び 参 考 書 等 並 び に 電 子 機  

器 類 そ の 他 不 正 行 為 の 手 段 と な り 得 る 物 品 を 参 照 す る こ と 又 は 使 用 す る こ と  

3） 試 験 時 間 中 に ， 言 語 ， 動 作 又 は 電 子 機 器 等 に よ り 他 人 に 教 示 す る こ と 又 は  

教 示 を 受 け て 解 答 に 利 用 す る こ と  

4） 答 案 を 交 換 す る こ と  

5） 試 験 時 間 中 に ， 他 の 学 生 の 答 案 を の ぞ き 見 す る こ と  

6）試験時間中に，使用が許可されたノート及び参考書等並びに電子機器類を賃借すること 

7） 所 持 品 ， 電 子 機 器 類 ， 身 体 ， 机 又 は 壁 等 に 書 き 込 み を し て 試 験 に 臨 む こ と  

8） 不 正 行 為 を 幇 助 す る こ と  



 

 

9）試験時間中に，不正行為の手段となり得る物品を棚板（物入れ）に置いておくこと 

10）不正行為を行おうとすること又は監督者の注意若しくは指示に従わないこと  

11） そ の 他 ， 試 験 の 公 正 な 実 施 を 妨 げ る 行 為 を す る こ と  

 ま た ， 不 正 行 為 を 行 っ た 場 合 は ， 当 該 行 為 が 行 わ れ た 時 点 に お い て 既 に 単 位 が 認

定 さ れ て い る 授 業 科 目 を 除 い て ， 当 該 学 期 に 履 修 し て い る 全 て の 授 業 科 目 （ 学 期 を

ま た が っ て 履 修 す る 授 業 科 目 を 含 む ） の 単 位 は 認 定 し な い 。  

 

                                                               

                  平成３１年２月 

 

                                              歯 学 部 長 


